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ウォーナンブール市はオーストラリアの南東部に位置する穏やかな気候と

自然豊かな台地に恵まれた美しい都市です。 

 

メルボルンへ約 300km 続く切り立った海岸線と奇岩で知られるグレー

トオーシャンロードや、野生のクジラを観察できるホエールウォッチングに

は多くの観光客が訪れます。 

また、広大な牧草地帯に続く放牧風景はオーストラリアの大自然をそのまま感じることが出来ます。 

 

市内には、古き時代のハーバービレッ

ジを再現したフラッグスタッフヒルや、

野生のコアラやカンガルーなどが生息す

る自然公園のタワーヒルなど人と自然が

調和し共生している街です。 

 

昭和 56 年（1981年）4 月、ウォ

ーナンブール市長をはじめとする一行

が、交流を目的として本市を訪れたのが

始まりでした。 

 

その後､昭和 58 年（1983 年）、ウ

ォーナンブール市議会議員が三浦市を訪 

れたことをきっかけに、姉妹都市提携を前提とした交流が始まりました。市民訪問団による相互訪問を

含む約 10 年間の準備の後、平成 4年（1992年）7 月 6 日姉妹都市の盟約を結ぶに至りました。 

締結後は、青少年の相互派遣や留学生の受入れ等の教育の交流、市民訪問団による相互交流や行政間

交流、有志による芸術交流も行われています。 

 

 平成 24 年（2012年）から平成 27 年（2015 年）にかけて姉妹都市提携 20周年を記念し様々

な交流が行われました。５月に三浦市国際交流協会訪問団が、８月に三浦市長がウォーナンブール市を

訪れ、記念行事等に出席しました。 

 

平成 25 年（2013年）10 月、ウォーナンブール市長を始めとする 11 名の訪問団を三浦市へお招

きし、様々な姉妹都市提携 20 周年記念事業を実施しました。 

 

また、平成 27 年（2015 年）4 月、ウォーナンブール市民訪問団が三浦市に滞在し、ホームステイ

や日本文化体験を通して、これまで育んできた両市の絆をさらに深めることができました。 

 そして、平成 30 年（2018 年）５月、三浦市国際交流協会訪問団が、25周年を記念しウォーナンブール

市を訪れました。令和４年（２０２２年）１０月、姉妹都市提携３0周年を記念し、新型コロナウィルスの

感染対策を踏まえオンラインによる式典が実施されました。 

 

三浦市青少年派遣団の活動は、令和 2 年度（2020 年）以降は、新型コロナウイルス感染症の世界的な蔓

延より休止としておりましたが、令和６年度（2024 年）より派遣事業が再開しました。 

国際姉妹都市オーストラリア・ウォーナンブール市 
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＜紹介＞ 

令和６年度（2024年度）三浦市青少年派遣団です       

が、引率者は上宮田小学校教諭の高橋 月菜先生、三浦 

市教育部青少年教育課の柳田主査の２名 

派遣生は高校生が、３年生の長島 瑠美さん、      

１年生の楠 和果奈さん、清水 花恋さんの 3 名 

中学生は３年生の星 愛姫さん、2 年生の稲邑 優俐子 

さん、上郷 唯花さん、嘉山 煌星さん、松井 陽真莉さん、

の５名、計８名                           

＜活動＞ 

 ６月の試験を経て選抜された派遣生は、６月末より事

前研修を開始し、派遣目的等の理解や研究課題への取組

のほか、ALT（三浦市国際交流推進英語非常勤講師）による語学研修に参加しました。そして８月２日の壮行

会において活動予定を報告し、８月８日にオーストラリアへ向けて出発しました。 

 

派遣生の研究課題のテーマは、日常的なものから教育にかかわるものまで幅広く、それぞれ自分らしい内容

を選択しております。 

   異文化生活 

食文化について           稲邑 優俐子 

                    海外における日本文化の浸透度    楠   和果奈 

美容について            清水 花恋 

市民生活 

お菓子について           上郷 唯花 

景観について            星   愛姫 

オーストラリアの生活の仕方について   松井 陽真莉 

学校生活 

校則について            嘉山 煌星 

学生について            長島 瑠美 

派遣団 

 上郷 唯花  星 愛姫  長島 瑠美     

 

 

高橋 月菜     柳田 泉 

 

楠 和果奈    稲邑 優俐子 伊澤 松井 陽真莉   清水 花恋     嘉山 煌星  
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《派遣行程》                          事前研修 

 

引率者 

２ 

 

私たち三浦市青少年派遣団は、現地担当者であるブラウワーカレッジのブルック先生をはじめとするウォー

ナンブール市の皆様に暖かく迎えていただき、大きな問題も起きることもなく充実した１４日間を過ごすこと

が出来ました。 

ウォーナンブール市へ向かうにあたり、予定していた列車に乗り遅れてしまうなど時間がずれ、それぞれの

ホストファミリーと会うまでは疲労と不安と緊張の表情でしたが、ホストファミリーに会うと期待と安堵の表

情を見せていました。日が経つにつれ、ホストファミリーと打ち解けあい、しっかりとしたコミュニケーション

が取れていました。派遣生は、毎日明るい笑顔をみせてくれて、元気に１４日間活動してくれました。 

 引率の高橋先生には教師ならではの観察力で派遣生を見守っていただき、生徒の健康面、精神面のサポート

をしていただきました。 

 今回の派遣時にはウォーナンブール市と三浦市の姉妹都市交流３０周年式典が行われ、派遣団も式典に参加

させていただき、派遣生は記憶に残る体験をしたのではないかと思いました。 

 派遣活動の中で派遣生は、何かわからない事など問題が起きた時には、自分で情報を集めて考え、物事を判断

し進めていました。 

派遣活動を終えて派遣生は大人の顔つきになったのではと思いました。 

 今後この派遣活動の体験が、派遣生の今後の人生において心の支えになる一助になってくれればと願ってお

ります。 

 

                              

2024 年度三浦市青少年派遣団の引率として、子どもたちとともに現地で貴重な経験をさせていただきまし

た。 

派遣生同士が、初めて顔を合わせたのは、出発日の約１か月前。事前の研修で集まった初日は、不安でいっ

ぱいな様子でしたが、何度か一緒に研修を受けたり、準備をしたりしていくうちに、たくさん会話が生まれ、

明るく楽しく活動できる場になりました。年齢も学校も様々な中高生が、あっという間に自分たちの力で良い

関係を築く姿に、感心しました。 

派遣生のコミュニケーション力は、現地でも発揮され、慣れない環境の中でも、「何とかして自分の思いを伝

えよう！」と積極的に活動する様子が印象的でした。特に、現地の学校で中高生が受ける「Japanese（日本

語）」の授業に参加したときには、英語と日本語が混ざった問題文や選択肢があるクイズに挑戦し、お互いに慣

れない英語や日本語で伝え合う難しさ・もどかしさを楽しみながら笑顔で活動していました。 

オーストラリアについて数日は、スマホの翻訳機能を使いながらコミュニケーションをとることが多かった

派遣生でしたが、現地で過ごすうちに、だんだんと自分の力で伝える姿が増えました。 

きっと派遣生たちは、「完璧な英語がわからなくても、知っている言葉やジェスチャーで、自分の思いは伝わ

るんだ！」と自信がついたのではないかと思います。この経験は、実際にオーストラリアへ行ったからこそで

きた貴重なものです。 

今回の派遣で得たたくさんの発見や出会いを活かして、これからも前向きに楽しく、色々なことに挑戦して

いって欲しいと思います。 

三浦市立上宮田小学校 教諭 高橋 月菜 

三浦市教育部青少年教育課 主査 柳田 泉 
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研修会 8/ 8 成田空港 ✈→ 

8/ 9 ✈→メルボルン→サザンクロス（列車・バス） 

→ウォーナンブール   

8/１０ ホストファミリーと過ごす 

8/１１ ホストファミリーと過ごす 

8/１２ ブラウワーカレッジにて授業体験 

8/１３ ブラウワーカレッジにて授業体験  

    姉妹都市交流３０周年式典に参加 

8/１４ ブラウアーカレッジ→ウォーナンブール小学校 

8/１５ ブラウアーカレッジにてミュージカル公演鑑賞    

8/１６  ブラウワーカレッジにて授業体験  

8/１７ ホストファミリーと過ごす   

8/１８ ホストファミリーと過ごす 送別会 

8/１９ ウォーナンブール（列車・電車）→サザンクロス 

    →メルボルン  

8/２０ 市内視察 

8/２１ メルボルン✈→成田（車）→三浦 

壮行会  



活動日誌 

DAY１ ８月８日（木） 
報告者 長島 瑠美 

活動内容 移動 

場所 三浦市→成田空港（派遣に向けて、出発に向けて） 

      

 

 

大きな荷物と不安を背負って、とうとうこの

日がやってきました。 

親と別れを告げ、飛行機とオーストラリアで

の冒険のスタートです。 

飛行機からの景色はとてもきれいで、夜の暗

い機内は、修学旅行のあの夜を思い出させまし

た。心躍らせながら、音楽や映画を楽しみなが

ら、首や体を痛めつつ眠り、空港の丸い枕の大

切さに気付きながら、飛行機の旅をとても楽し

めました。 

明日からはオーストラリア生活の幕開けで

す。たくさんの事にチャレンジして、友達を作

って、楽しんで、成長していきたいと思ってい

ます。 
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成田空港出発ロビー 



DAY２ ８月９日（金） 
報告者 長島 瑠美 

活動内容 移動 オーストラリア到着とホストファミリーと対面 

場所 メルボルン市→電車→バス→ウォーナンブール市 
 

        メルボルン市街 

 

      

               サザンクロス駅 

 

 
 

10 時間ほどの長い飛行機の旅

を終え、オーストラリアに到着しま

した。 

ですが、これからメルボルンから

ウォーナンブールに電車で移動す

るという時に、荷物が重く、何人か

が電車に乗り遅れてしまいました。 

しかし、次に出る電車に丁寧に案

内してくれたあの駅員さんや、私た

ちのために席を譲ってくれたあの

方、気にかけてくださった車掌さん

など、たくさんの人に助けられなが

ら無事、ホストファミリーに会うこ

とが出来ました。感謝の印に折り鶴

を渡し、喜んでもらえたのも嬉しい

思い出です。少し不安な時もありま

したが、素晴らしい出会いに今は感

謝しています。 
 

６ 



DAY３ ８月１０日（土） 
報告者 楠 和果奈 

活動内容 ホームステイ先の家族と過ごす 

場所 家、メルボルン市内 

     

  

 

 

今日は AFL と呼ばれるフットボ

ールを見るためにメルボルンに行き

ました。見たことのない電車のよう

なバスのような乗り物が路上を走っ

ていたり、映画で見た形の二段アイ

スが売っていたり、街並みにはウォ

ーナンブールとはまた違った魅力が

あり、特に夜景が好きでした。ホスト

ファミリーの親戚の方も集まってフ

ットボール観戦をしました。激しい

試合の末、自分たちの応援したチー

ムが勝利を収めた時には、みんなか

ら歓声が上がりました。スポーツ観

戦の一体感は素敵だなと改めて思い

ました。今日はホテルに泊まって明

日もメルボルンを観光します。また

一つオーストラリアを知ることがで

きるのが今から楽しみです。 

７ 



DAY４ ８月１１日（日） 
報告者 上郷 唯花 

活動内容 ホームステイ先の家族と過ごす 

場所 家、グレードオーシャン・ロード、牧場  牧場  

 
 

   

今日は、「グレード・オーシャン・

ロード」の「十二使徒」を見に行きま

した！7 個の大きな岩があって、す

ごく綺麗な海でした。そこの近くの

ビーチでピクニックをしたら、カモ

メがたくさん寄ってきてびっくりし

ました。 

次に、ホストマザーのお友達の牧

場に行きました。そこでは、たくさん

の経験をさせて貰いました。一番印

象に残っているのは、生まれて 1 日

とかの子牛に会ったり、餌をあげた

りしたことです。日本では経験でき

ないようなことがたくさん経験でき

てとても楽しかったです！  
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グレードオーシャンロード 



DAY５ ８月１2 日（月） 
報告者 楠 和果奈 

活動内容 授業体験 

場所 ブラウワーカレッジ 

 

            木工教室

 

 

 

 

 

 

 

今日はウォーナンブールに着

いてから初めての登校でした。

そこには沢山の驚きと発見が溢

れていました。まず学校のデザ

インと広さが私たちの学校とは

大きく異なっています。日本の

学校より壁に用いられる色数が

多く、よりポップな印象を受け

ました。もちろん見た目だけで

なく文化や授業、さらには時間

割にまで大きな違いがいくつも

見られました。英語の授業は難

しいのでついていくことはでき

ませんでしたが、木工の授業に

は参加することができました。

木を削ってネジを打ってキーフ

ックを作りました。最後の熱し

た道具で模様をつける工程では

生徒それぞれの個性が表現され

世界で一つの作品を作り上げる

ことができました。素晴らしい

旅の思い出になりました。 

９ 



DAY６ ８月１３日（火） 
報告者 松井 陽真莉 

活動内容 授業体験 式典参加 

場所 ブラウワーカレッジ学校体験     ブラウワーカレッジ 

 
 

姉妹都市３０年記念式典 

  
 

 

ブラウワーカレッジ2日目の学校は

昨日よりは緊張せずに私のホスト 

studentの友達が話しかけてくれて対

応は大変だったけど沢山コミュニケー

ションが取れたと思います。 

休み時間ホスト student と写真を

取ろうとしたらみんな入ってきて海外

のノリを感じました笑  

５、６時間目は、日本人みんなでウ

ッドワークの授業を受けました。それ

ぞれの個性がでて楽しかったです。 

18：00 から三浦の市長とウォーナ

ンブールの市長との挨拶みたいなの

で、party を行い、みんなと写真を撮

ったりしました。 
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DAY７ ８月１４日（水） 
報告者 嘉山 煌星 

活動内容 授業体験  

場所 ウォーナンブール小学校    

        ウォーナンブール小学校 

 

           
 

今日はブラウワーカレッジでの授業はなくて、ウォーナンブール市内の小学

校へ行きました。自分たちが授業に参加させてもらったのは、小学校低学年から

高学年までの年齢層が広い範囲での日本語の授業に参加しました。みんなとて

も熱心に日本語の授業に取り組んでいて、日本語が上手だなと感じました。 

11 



DAY８ ８月１５日（木） 
報告者 嘉山 煌星 

活動内容 授業体験  

場所 ブラウワーカレッジ 
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今日の授業は、ブラウワーカレッジで「マンマ・ミーヤ」という演劇を見せて

もらいました。演劇を演じた学生は、歌も演技もとても上手で、本当に驚いたし、

とても楽しい劇でした。演劇を見て思った事は、演者が様々なシーンを演じる中

で、集団で動く場面や動いてはいけないところの演技の切り替えは、本当にすご

いと感じました。 

ブラウワーカレッジ内アンダーソンシアターにて 



DAY９ ８月１６日（金） 
報告者 清水 花恋 

活動内容 授業体験  

場所 ブラウワーカレッジ学校体験  

  
          

             ブラウワーカレッジ 

      
 

 

 

今日は私のホストストゥーデントが体調

不良で学校をお休みする事になり、ダンに

1 人で学校へ送ってもらいました。 

今日の授業は、日本でいう中学２年生に

あたるブラウワーカレッジの学生と、日本

語（Japanese）の授業を受けました。教壇

の後ろには、大きなスクリーンがあり、パソ

コンのソフトの映像が映し出され、正解を

出したチームがポイントをもらえるゲーム

の様な授業形式でした。私のいたグループ

は 5 位で、上位には食い込めなかったけど、

とても楽しい授業でした。 

帰りはホストマザーがお迎えに来て、そ

のままスーパーに買い物に行きました。 

家までの帰り道で、虹が見えたり、夜ご飯

は好きなミートソーススパゲッティが食べ

られるなど、気分が上がった 1 日でした。 
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DAY１０ ８月１７日（土） 
報告者 清水 花恋 

活動内容 ホストファミリーとの自由時間  

場所 ウォーナンブール市内、動物園、映画館  

  

 
 

 

 

                           

 

学校がお休みの今日は、スチューデン

トファミリーのダンとジャックと一緒

に動物園へ連れて行ってもらいました。 

日本では見た事のない動物に出会えた

り、鹿に餌をあげたり、ワラビーと触れ

るなど、色々な動物と触れあう事が出来

た事がとても嬉しかったです。外でお昼

ご飯を食べていたら、まるで私たちがオ

ウム使いみたいなったようにオウムが

一斉によって来て、とても大変でした。 

動物園からの帰り道の景色は、大きな

川か海が見えて、とても綺麗でした。 

また岩がピンク色で驚きました。 

その日の夜は、スチューデントファミ

リーで映画館に行きました。「エイリア

ン」という映画を見ましたが、オースト

ラリアということで日本語字幕もなか

ったのですが、とても楽しめました。ど

きどきハラハラが止まらない映画でし

た。 
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      映画館 



DAY１１ ８月１８日（日） 
報告者 稲邑 優俐子 

活動内容 ホストファミリーとの自由時間  

場所 ウォーナンブール市        自然公園 

 
 

お別れ会 

 
 

今日はホストファミリーとの

最後の休日。自然公園に連れて

行ってもらってコアラやカンガ

ルーを見ました。オーストラリ

アっぽいことができたなって思

いました。 

そのあとはお別れ会をして 1

人 2.、３分のスピーチをしまし

た。英語でスピーチするのは緊

張したカタコトになっちゃった

けど、ホストファミリーたちと

感謝を伝えられてよかったで

す。 

最後の夜は家族と一緒に話し

たりゲームをしたりして過ごし

ました。 
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DAY１２ ８月１９日（月） 
報告者 稲邑 優俐子 

活動内容 バス、電車にてウォーナンブール市から 

メルボルン市へ移動、メルボルン市内視察  

場所   ウォーナンブール市→メルボルン市へ 
 

  セントパトリック大聖堂 

 
 

国立ビクトリア美術館 
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今日はメルボルンへ向かう日

です。メルボルンへ向かう列車の

中でみんなと喋ったり、お菓子を

食べたりして過ごしました。 

着いた後は国立ビクトリア美

術館やセントパトリック大聖堂

に行きました。大聖堂は日本では

見られないもので感動しました。 

その日の夜に夜ご飯をホテル

で食べました。ホームステイがど

うだったかを話したり世間話を

したりして過ごしました。楽しい

い時間を過ごしました。 



DAY１３ ８月２０日（火） 
報告者 星 愛姫 

活動内容 メルボルン市内視察  

場所 メルボルン市内          

  

 
        

 
 

今日は一日中メルボルン市内

を観光しました。メルボルン大

学を見たりビクトリア州立図書

館に言って見学をしたりしまし

た。 

他には、一日の半分ぐらいが

自由行動でお土産や食事をとる

ときなどみんなでの仲がより深

まった一日だと思いました。 

雨という中行った観光だった

けどお土産も買えて様々な場所

を見学できて、オーストラリア

観光最後にしてとてもいい思い

出になりました。 

17 

ビクトリア州立図書館 

メルボルン市 ビル群 



DAY１４ ８月２１日（水） 
報告者 星 愛姫 

活動内容 帰国(オーストラリアからの出発)  

場所 メルボルン市→メルボルン空港→成田空港 

 
 
   メルボルン空港出発ロビー 

 

 

 
 

 
 

今日は帰国しました。朝五

時にメルボルン市内を出発す

るのは少し眠気に耐えながら

だったけどみんな頑張ってま

した。 

メルボルン空港に着いてか

らは離陸までの自由時間を

各々楽しんで飛行機に乗りま

した。 

日本に着いた時はみんな飛

行機で疲れ切っていたけど、

日本の景色や自分たちの家族

に懐かしさを感じていたと思

います。 
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報告活動  

壮行会 ８月２日（金） 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

三浦市役所にて 

市長、市議会都市民生委員長、教育

長、青少年姉妹都市国際交流実行委員

会、派遣生の保護者へ、出発に際して

活動予定などを報告し、激励のお言葉

をいただきました。 

 

 

 
 

報告会 ８月２９日（木） 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

三浦ロータリークラブにて 

例会に出席の会員の方々へ、渡航中の活

動について報告をしました。 

派遣団を代表し上郷さん、松井さんが研

究課題のほか、印象深い出来事や、これ

からの学校生活等における新たな想い

を報告し、引率の高橋先生から派遣事業

の成果等報告をしました。 

 

報告会 ８月 2８日（水） 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

三浦市役所にて 

 
市長、市議会都市民生委員長、教育長、

青少年姉妹都市国際交流実行委員会、派

遣生の保護者へ、渡航中の活動について

報告をしました。 

研究課題のほか、印象深い出来事や、こ

れからの学校生活等における新たな想

いなどを語りました。 

 

展示 11 月 1７日（日） 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

三浦市民まつりにて 

 

ブースを出展し、活動日誌や研究課題等

を展示し、派遣目的や活動概要を報告

し、未来の派遣生となる小・中学生へ事

業へ興味や関心、市民の皆さんの理解を

得る機会としました。 

１８ 
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研究課題 楠 和果奈 【異文化生活】海外における日本文化の浸透度 

 

２０ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

研究課題 稲邑 優俐子 【異文化生活】食文化について 

 

２１ 
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研究課題 松井 陽真莉 【市民生活】オーストラリアの生活の仕方について 
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２３ 

 



 

 

 

         

         

                               

             

研究課題 清水 花恋 【異文化生活】美容について 

 

２４ 

 



 

 

 

 

                   

 

           

研究課題 嘉山 煌星 【学生生活】校則について  

 
ブラウワーカレッジにある校則について 

・ピアス ok 

・教室にあるコンセントの使用も ok 

 教室の机は「コ」の字型に並べられており、 

席の場所は自由 

・教室は全て移動教室 

・スマホ OK 

・移動時間になるとブザーがなり、それを合図に移動 

・朝のホームルームの前には音楽が鳴り何個かのクラスが一つの部屋で集まりホームルームを行う 

・休憩時間は２時間目と３時間目の間に一回４時間目と 

５時間目の間に一回あり、食事をしたり、グラウンドでバスケをしたり基本自由 

・基本学校生活は制服 

などの校則があることがわかりました。 

自分が通っている学校（中学校）と比べてみると 

学校生活における自由度がすごく高いと思いました。 

授業をするときの席も、休憩時間の過ごし方も、とても自由だなと感じました。 

 

２５ 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

研究課題 上郷 唯花 【市民生活】お菓子について 

 

２６ 

 



 

 

 

研究課題 星 愛姫 【市民生活】景観について 

 

２7 

 

   

 

   



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２８ 

 

 



 

 

 

研究課題 長島 瑠美  【学校生活】学生について 

 

    

 

    

 

 

 

 

２９ 

 

 



                        

 

 

      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３０ 

 

 



 

 

       

      

      

       

２８ Emmanuel College King’s College 
Courtesy call on the mayor of Warrnambool 

Warrnambool School 

St. John’s Primary School 

Farewell Party 

On the journey 
 

Brauer College 

Brauer College 

Brauer College 

Brauer College 

Brauer College 

Melbourne 

３１ 
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